学術指導申込書（新規・継続）

平成２９年　　月　　日

　国立大学法人東北大学
流体科学研究所　所長　大林　茂　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　

氏　名（名称・代表者）　　印　　　

東北大学学術指導取扱規程を遵守の上、下記のとおり学術指導を申込みます。

記

	指導題目
	垂直統合型技術結集と新たな産学連携システムによる最先端電池基盤技術の
創出に関する学術指導

	指導目的及び内容
	最先端電池基盤技術（太陽電池・二次電池・燃料電池）及びそれらのエネルギ最適化統合システムの研究開発に関する学術指導を行うことを目的とし、多対多による先端技術の情報交流の実施や人材育成等をその内容とする。

	希望する指導担当者（所属・職・氏名）
	産学コンソーシアム事業

運営代表者：東北大学　流体科学研究所　教授　寒川　誠二

	希望する指導期間及び指導時間
	平成２９年４月１日※　から　平成３０年３月３１日　まで
１０時間以上
１口当たり３名までの指導を行う

	希望する指導料
（消費税額及び地方消費税額を含む）
	　　　　　　　　円（但し、旅費、交通費は含まない）
　対象領域１口当たり200,000円

	対　象　領　域

（対象領域に口数をご記入下さい）
	　太陽電池　　　　（　　口）　
二次電池　　　　（　　口）
　燃料電池　　　　（　　口）　

解析・最適化　　（　　口）

	その他
	

	
	
	継続の場合の指導開始年度
	　　　年度

	事務連絡先
	担当者氏名
	

	
	所　属・職
	

	
	住　　　所
	〒

	
	電　　　話
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	


※ご都合に合わせて適宜書き換えて下さい
�コンソーシアムに既にご入会の方は“継続“にてご変更願います。





全く、コンソーシアムに初めて申し込まれる方は、現在の記載の通り、“新規”でどうぞよろしくお願い申し上げます。





